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【 請 求 項 １ 】
　 電 流 発 生 シ ス テ ム に お い て 、

　 陽 極 入 口 と 陽 極 排 気 出 口 を も つ 固 体 酸 化 物 燃 料 電 池 と 、
　 陽 極 排 気 出 口 と 陽 極 入 口 に 流 体 連 結 さ れ か つ 陽 極 排 気 出 口 か ら 排 気 ガ ス を 受 け 取 る た め
、 吸 着 手 段 に よ っ て 排 気 ガ ス か ら 使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス 分 離 し か つ 濃 縮 す る た め 、 お よ び か
か る 濃 縮 さ れ た 使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス を 陽 極 入 口 へ 送 出 す る た め に 作 動 す る 回 転 吸 着 モ ジ ュ
ー ル を

　

　
　 こ と を 特 徴 と
す る 電 流 発 生 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 電 流 発 生 プ ロ セ ス に お い て 、

　 陽 極 入 口 と 陽 極 排 気 出 口 を も つ 固 体 酸 化 物 燃 料 電 池 と 、
回 転 吸 着 モ

ジ ュ ー ル を 準 備 し 、
　

陽 極 排 気 出 口 か ら 供 給 ガ ス 混 合 物 と し て 回 転 吸 着 モ ジ ュ ー
ル へ 提 供 し 、

該 シ ス テ ム は 、

含 み 、
前 記 回 転 吸 着 モ ジ ュ ー ル は 、

第 １ 端 及 び 第 ２ 端 を も つ 複 数 の 吸 着 器 で あ っ て 、 そ れ ぞ れ が 吸 着 材 料 を 含 み 、 か つ 吸 着
材 料 に 接 触 す る 流 路 を 第 １ 端 と 第 ２ 端 の 間 に 画 定 す る 吸 着 器 と 、

排 気 ガ ス を 陽 極 排 気 出 口 か ら 第 １ 吸 着 器 に 提 供 す る た め の 供 給 ガ ス 機 能 区 画 と 、
パ ー ジ ガ ス を 第 １ 吸 着 器 に 提 供 す る た め の 置 換 パ ー ジ ガ ス 機 能 区 画 を 含 む

該 プ ロ セ ス は 、
複 数 の 吸 着 器 で あ っ て 、 そ れ ぞ

れ が 第 １ 端 と 第 ２ 端 の 間 に 吸 着 材 料 に 接 触 す る 流 路 を 有 し て い る 吸 着 器 を 含 む

使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス と 使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス よ り も 吸 着 材 料 に よ り 容 易 に 吸 着 さ れ る 第 ２
の 成 分 を 含 む 陽 極 排 気 ガ ス を 、



　
　 使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス を 陽 極 排 気 ガ ス か ら 内 の 吸 着 手 段 に よ っ て 分 離 し て 濃 縮
し 、
　
　 を 陽 極 入 口 へ 提 供
　

こ と を 特 徴 と す る プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】
　

【 請 求 項 ７ 】
　

【 請 求 項 ８ 】
　

【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
　

【 請 求 項 １ ３ 】
　

【 請 求 項 １ ４ 】
　

【 請 求 項 １ ５ 】
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陽 極 排 気 ガ ス を 第 １ 吸 着 器 の 第 １ 端 に 供 給 し 、
第 １ 吸 着 器

第 １ 吸 着 器 の 第 ２ 端 か ら 、 使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス を 濃 縮 し た 製 品 ガ ス を 引 き 出 し 、
製 品 ガ ス し 、
パ ー ジ ガ ス を 第 １ 吸 着 器 に 供 給 し て 少 な く と も 部 分 的 に 第 ２ 成 分 を 吸 着 材 料 か ら 脱 着 す

る こ と を 含 む

前 記 回 転 吸 着 モ ジ ュ ー ル は 、 バ ッ フ ァ ー ガ ス を 第 １ 吸 着 器 に 提 供 す る た め の バ ッ フ ァ ー
ガ ス 機 能 区 画 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。

前 記 固 体 酸 化 物 燃 料 電 池 は 陰 極 入 口 と 陰 極 排 気 出 口 を も ち 、 置 換 パ ー ジ ガ ス 機 能 区 画 は
陰 極 排 気 出 口 に 流 体 連 結 さ れ 、 陰 極 排 気 ガ ス を パ ー ジ ガ ス と し て 提 供 す る 、 請 求 項 １ に 記
載 の シ ス テ ム 。

前 記 固 体 酸 化 物 燃 料 電 池 は 陰 極 入 口 を も ち 、 回 転 吸 着 モ ジ ュ ー ル は 第 １ の 回 転 吸 着 モ ジ
ュ ー ル で あ り 、 シ ス テ ム が 、 酸 素 ‐ 濃 縮 空 気 を 陰 極 入 口 に 導 入 す る た め に 陰 極 入 口 に 流 体
連 結 さ れ た 第 ２ の 回 転 吸 着 モ ジ ュ ー ル を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。

前 記 回 転 吸 着 モ ジ ュ ー ル は 吸 着 器 の 第 １ 端 に 流 体 連 結 さ れ た 回 転 分 配 弁 を 含 み 、 回 転 分
配 弁 は 固 定 子 と 軸 の 周 り で 相 対 的 に 回 転 可 能 な 回 転 子 を も つ 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム
。

前 記 吸 着 材 料 は 、 複 数 の 層 と 、 該 層 の 間 に 少 な く と も 一 つ の ス ペ ー サ を 含 む 、 請 求 項 １
に 記 載 の シ ス テ ム 。

前 記 吸 着 材 料 は 、 約 10％ 乃 至 50％ の 積 層 構 造 容 積 の 空 隙 部 分 を も つ 吸 着 剤 積 層 構 造 を 含
む 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。

前 記 吸 着 材 料 は 、 約 20％ 乃 至 30％ の 積 層 構 造 容 積 の 空 隙 部 分 を も つ 吸 着 剤 積 層 構 造 を 含
む 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。

前 記 使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス は 水 素 で あ り 、 第 ２ 成 分 は 二 酸 化 炭 素 で あ り 、 パ ー ジ ガ ス は 、
空 気 、 酸 素 ‐ 涸 渇 空 気 、 窒 素 ‐ 濃 縮 空 気 又 は こ れ ら の 組 合 せ で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の プ
ロ セ ス 。

前 記 パ ー ジ ガ ス は 固 体 酸 化 物 燃 料 電 池 か ら の 陰 極 排 気 ガ ス で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の プ
ロ セ ス 。

陽 極 排 気 ガ ス は 第 １ の 圧 力 で 第 １ 吸 着 器 に 供 給 さ れ 、 第 ２ 成 分 は 第 ２ の 圧 力 で パ ー ジ ガ
ス に よ り 脱 着 さ れ 、 第 １ 及 び 第 ２ の 圧 力 が 異 な る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の プ ロ セ ス 。

陽 極 排 気 ガ ス は 第 １ の 温 度 で 第 １ 吸 着 器 に 供 給 さ れ 、 第 ２ 成 分 は 第 ２ の 温 度 で パ ー ジ ガ
ス に よ り 脱 着 さ れ 、 第 １ 及 び 第 ２ の 温 度 が 異 な る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の プ ロ セ ス 。

吸 着 材 料 を 再 生 す る 直 前 に バ ッ フ ァ ー ガ ス を 第 １ 吸 着 器 に 供 給 し て 、 第 １ 吸 着 器 の 内 部
空 間 か ら 残 留 す る 使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス を 実 質 的 に 全 て 除 去 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項
２ に 記 載 の プ ロ セ ス 。

陽 極 排 気 ガ ス は 第 １ の 圧 力 で 第 １ 吸 着 器 に 供 給 さ れ 、 第 ２ 成 分 は 第 ２ の 圧 力 で パ ー ジ ガ



【 請 求 項 １ ６ 】
　

【 請 求 項 １ ７ 】
　

【 請 求 項 １ ８ 】
　

【 請 求 項 １ ９ 】
　

【 請 求 項 ２ ０ 】
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ス に よ り 脱 着 さ れ 、 バ ッ フ ァ ー ガ ス は 第 ３ の 圧 力 で 第 １ 吸 着 器 に 供 給 さ れ 、 第 ３ の 圧 力 は
第 １ 及 び 第 ２ の 圧 力 と 異 な る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の プ ロ セ ス 。

陽 極 排 気 ガ ス は 第 １ の 温 度 で 第 １ 吸 着 器 に 供 給 さ れ 、 第 ２ 成 分 は 第 ２ の 温 度 で パ ー ジ ガ
ス に よ り 脱 着 さ れ 、 バ ッ フ ァ ー ガ ス は 第 ３ の 温 度 で 第 １ 吸 着 器 に 供 給 さ れ 、 第 ３ の 温 度 は
第 １ 及 び 第 ２ の 温 度 と 異 な る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の プ ロ セ ス 。

前 記 バ ッ フ ァ ー ガ ス は 第 １ の バ ッ フ ァ ー ガ ス で あ り 、 吸 着 材 料 を 再 生 し た 直 後 に 第 ２ の
バ ッ フ ァ ー ガ ス を 第 １ 吸 着 器 に 供 給 し て 、 第 １ 吸 着 器 の 内 部 空 間 か ら パ ー ジ ガ ス の 成 分 を
実 質 的 に 除 去 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の プ ロ セ ス 。

バ ッ フ ァ ー ガ ス を 少 な く と も １ つ の 吸 着 器 を 通 し て 再 循 環 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請 求
項 １ ４ に 記 載 の プ ロ セ ス 。

バ ッ フ ァ ー ガ ス と 残 留 す る 使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス を 含 む 流 れ を 引 き 出 し 、 バ ッ フ ァ ー ガ ス
の 少 な く と も 一 部 を 残 留 す る 使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス か ら 分 離 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項
１ ４ に 記 載 の プ ロ セ ス 。

バ ッ フ ァ ー ガ ス を 残 留 す る 使 用 可 能 の 燃 料 ガ ス か ら 分 離 す る こ と が 、 残 留 す る 使 用 可 能
の 燃 料 ガ ス を 燃 焼 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の プ ロ セ ス 。


	header
	written-amendment

